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一
九
八
九
年
と
九
〇
年
の
二
か
年
に
わ
た
っ
て
、
私
ど
も
（
日
本
語
研
究
ゼ

ミ
の
学
生
と
私
）
は
下
関
市
域
と
北
九
州
市
域
の
方
言
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
中
国
・
九
州
接
境
域
の
方
言
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で

あ
る
。

 
八
九
年
調
査
は
、
調
査
地
点
、
下
関
市
三
十
地
点
、
北
九
州
市
三
十
五
地
点
、

話
者
は
土
地
っ
子
の
七
十
歳
前
後
の
男
性
と
中
学
二
年
男
子
、
調
査
項
目
は
九

十
七
で
あ
る
。
九
〇
年
調
査
は
北
九
州
市
が
わ
で
四
地
点
を
ふ
や
し
、
話
者
は

七
十
歳
前
後
の
女
性
と
高
校
二
年
女
子
で
あ
る
。
調
査
項
目
は
八
九
年
調
査
の

も
の
に
い
く
ら
か
の
入
れ
替
え
を
お
こ
な
っ
て
百
項
目
と
し
た
。

 
八
九
年
調
査
で
得
た
も
の
は
、
高
橋
浩
子
・
内
藤
啓
子
・
平
岩
志
保
が
卒
業

論
文
資
料
と
し
て
地
図
化
し
筆
者
が
こ
れ
を
補
訂
し
た
が
、
 
『
言
語
地
図
」
と

し
て
刊
行
し
て
い
な
い
。
九
〇
年
調
査
の
も
の
は
、
九
一
年
三
月
に
は
『
梛
辮
師

言
語
地
図
」
と
し
て
発
行
の
予
定
で
、
目
下
、
作
業
を
進
め
て
い
る
。

 
こ
の
稿
で
は
、
八
九
年
調
査
に
も
と
ず
い
て
下
関
市
が
わ
の
方
言
状
況
を
報

告
し
、
そ
の
状
況
の
語
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
た
い
。
八
九
年
調
査
項
目
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
番
号
は
、
音
声
、
表
現
法
、
語
彙
の
順
に
整
理
し

て
施
し
た
も
の
で
、
調
査
番
号
は
項
目
の
下
の
括
弧
内
に
記
し
た
。

 
 
 
 
調
査
項
目

1234567814 13 12 11 10 9

汗
（
6
6
）

風
（
5
6
）

座
ぶ
と
ん
（
5
1
）

雑
巾
（
5
3
）

大
根
（
6
3
）

早
い
（
4
6
）

出
し
て
み
ろ
（
6
9
）

出
し
て
み
ろ
（
6
9
）

起
き
ろ
（
9
1
）

・
元
気
だ
ね
え
（
1
6
）

元
気
じ
ゃ
な
い
（
1
7
）

元
気
だ
っ
た
（
1
8
）

あ
ち
ら
へ
（
3
5
）

人
に
笑
わ
れ
る
（
7
4
）

27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15

今
、
行
く
か
ら
（
3
8
）

誰
の
物
か
（
2
4
）

ど
こ
に
行
く
の
か
（
3
6
）

百
円
分
（
2
3
）

本
ば
か
り
読
ん
で
い
る
（
9
4
）

行
か
せ
る
（
2
8
）

行
か
せ
な
い
（
3
0
）

行
か
せ
た
（
2
9
）

行
っ
た
そ
う
だ
（
3
9
）

今
に
も
降
り
そ
う
だ
（
5
7
）

降
っ
て
い
る
よ
う
だ
（
馨

行
か
な
か
っ
た
（
3
4
）

洋
服
が
小
さ
く
な
っ
た
か
ら
着
る

こ
と
が
で
き
な
い
（
8
0
）
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46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28

三
歳
に
な
っ
た
が
ま
だ
ひ
と
り

で
着
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
7
9
）

行
き
た
く
な
い
（
3
2
）

私
は
行
く
ま
い
（
3
1
）

そ
ん
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
（
4
2
）

行
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
（
4
0
）

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
（
3
3
）

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な

副
〈
や
さ
し
い
禁
止
〉
 
（
8
8
）

そ
ん
な
こ
と
を
す
る
な
く
き
び

し
い
禁
止
〉
 
（
8
9
）

運
動
会
が
ア
リ
ョ
ル
（
6
5
）

子
供
が
本
を
読
ん
で
い
る
（
6
7
）

今
に
も
木
か
ら
落
ち
そ
う
だ
っ

た
（
8
5
）

文
末
詞
、
タ
イ
・
テ
ー
・
イ
（
4
4
）

先
に
行
く
ゾ
ナ
（
3
7
）

先
生
が
言
わ
れ
た
（
9
）

先
生
が
立
っ
て
お
ら
れ
る
（
8
）

貸
し
て
く
だ
さ
い
（
1
0
）

訪
問
の
あ
い
さ
つ
〈
目
上
〉
（
1
）

訪
問
の
あ
い
さ
つ
〈
友
人
〉
（
2
）

迎
え
の
あ
い
さ
つ
〈
目
上
〉
（
3
）

53 52 51 50 49 48 4762 61 60 59 58 57 56 55 54

見
送
り
の
あ
い
さ
つ
〈
目
上
〉

（
4
）

物
を
も
ら
っ
た
時
の
お
礼
の
あ
い

さ
つ
（
5
）

あ
あ
、
そ
う
で
す
が
〈
う
な
ず
き
〉

（
6
）

オ
ラ
ン
オ
ラ
ン
バ
ー
〈
幼
児
を
あ

や
す
こ
と
ば
〉
 
（
8
2
）

い
い
子
、
い
い
子
（
頭
を
な
で
な

が
ら
言
う
こ
と
ば
）

二
時
を
基
準
に
し
た
、
一
時
五
十

五
分
の
言
い
か
た
（
4
8
）

「
電
話
が
か
か
ら
な
か
っ
た
か
」
の

答
（
応
答
詞
「
ハ
イ
」
「
イ
ー
エ
」

に
注
意
）
 
（
4
1
）

自
称
詞

こ
の
人
（
1
5
）

あ
の
入
（
1
4
）

分
家
（
9
4
）

親
友
（
5
0
）

い
た
ず
ら
っ
子
（
8
3
）

お
て
ん
ば
（
8
4
）

怠
け
者
（
9
5
）

働
き
者
（
9
6
）

81 80 79 78 77 76 75 74 73 72 71 70 69 68 67 66 65 64 63

肩
車
（
7
4
）

お
手
玉
（
7
5
）

半
人
前
（
7
8
）

舌
（
6
8
）

つ
ば
（
唾
）
 
（
7
0
）

ふ
ぐ
ら
は
ぎ
（
7
1
）

十
二
月
三
十
一
日
（
9
2
）

仏
飯
（
5
2
）

井
戸
（
6
1
）

前
庭
（
5
4
）

稲
む
ら
（
6
2
）
「

彼
岸
花
（
6
4
）

お
前
に
や
る
（
1
1
）

私
に
く
れ
（
1
2
）

東
京
か
ら
帰
っ
て
く
る
（
2
5
）

東
京
に
帰
る
（
2
7
）

手
伝
う
（
2
6
）
 
 
 
-

箒
で
は
く
（
5
5
）

叫
ぶ
（
8
6
）

97 96 95 94 93 92 91 90 89 88 87 86 85 84 83 82

寄
り
か
か
る
（
7
2
）

-
あ
ぐ
ら
を
か
く
（
7
3
）

腹
を
た
て
て
ふ
く
れ
る
（
9
3
）

叱
る
（
9
0
）

雨
戸
を
し
め
る
（
6
0
）

仲
間
に
入
れ
て
く
れ
（
7
6
）

買
い
お
き
の
菓
子
が
な
く
な
っ
た

 
（
2
2
）

 
こ
の
九
十
七
項
の
、
主
と
し
て
老
年
層
図
上
の
方
言
状
況
を
、

分
布
状
況
、
二
、
注
目
さ
れ
る
諸
事
象
、
三
、

す
る
。
少
年
層
図
に
ふ
れ
る
時
は
〈
少
〉
と
す
る
。

雨
に
ぬ
れ
て
気
持
ち
が
わ
る
い

（
5
9
）

子
供
が
さ
わ
い
で
う
る
さ
い

（
8
7
）

こ
の
問
題
は
容
易
で
あ
る
（
4
5
）

疲
れ
て
「
あ
あ
苦
し
い
」
 
（
1
9
）

歯
が
痛
い
（
2
0
）

あ
あ
、
お
な
か
が
す
い
た
（
2
1
）

ず
る
い
（
7
7
）

非
常
に
（
7
）

全
然
（
4
3
）

 
 
 
 
 
 
 
 
一
、
事
象
の

 
新
化
の
遅
速
、
の
よ
う
に
考
察
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事
象
の
分
布
状
況

 
 

 
一
 
九
州
事
象
と
中
国
（
中
国
・
四
国
）
事
象
と
が
と
も
に
分
布
す
る
状
況

 
（

 
一
図
の
上
に
、
九
州
を
主
分
布
域
と
す
る
事
象
と
軍
国
（
中
国
・
四
国
）
を

主
分
布
域
と
す
る
事
象
と
が
と
む
に
分
布
し
て
、
優
劣
を
さ
ま
ざ
ま
に
見
せ
る

図
が
多
い
。
方
言
接
境
域
な
ら
で
は
の
状
況
で
あ
る
。

 
1
 
九
州
事
象
と
中
国
事
象
の
拮
抗
す
る
状
況

24
@
降
り
そ
う
だ
・
2
5
 
降
っ
て
い
る
よ
う
だ
・
2
9
 
行
き
た
く
な
い

 
「
降
り
そ
う
だ
」
を
言
う
お
も
な
事
象
は
「
フ
ロ
ー
ゴ
ト
 
ア
ル
」
と
「
ブ

リ
ソ
ー
ナ
」
で
、
両
者
が
一
三
に
併
存
す
る
状
況
も
あ
り
、
と
も
に
優
勢
で
あ

る
。
「
降
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
の
図
上
で
は
、
 
「
～
ゴ
ト
 
ア
ル
」
が
「
～
ヨ

ー
ナ
」
よ
り
や
や
優
勢
、
「
～
ヨ
ー
ニ
 
ア
ル
」
も
二
地
に
あ
る
。
 
『
表
現
法

の
全
国
的
調
査
研
究
-
準
備
調
査
の
結
果
に
よ
る
分
布
の
概
観
』
の
、
 
「
2
6

こ
つ
ち
の
方
が
ど
う
も
良
さ
そ
う
だ
」
で
は
、
 
「
～
ゴ
タ
ル
」
は
九
州
の
ほ
ぼ

全
域
と
山
口
県
の
一
高
に
分
布
、
「
～
ソ
ー
ナ
」
、
「
～
ヨ
ー
ナ
」
は
中
国
・

四
国
分
布
で
あ
る
。

 
「
2
9
」
行
き
た
く
な
い
し
の
「
イ
コ
ー
ゴ
ト
 
ナ
イ
」
は
、
多
く
は
「
イ
キ

ト
ー
 
ナ
イ
」
と
併
存
で
、
 
「
イ
キ
ト
ー
 
ナ
イ
」
よ
り
劣
勢
で
あ
る
。
 
「
イ

キ
ト
ー
 
ナ
イ
」
は
西
日
本
の
広
域
分
布
事
象
で
、
当
然
、
九
州
域
に
も
分
布

す
る
が
、
「
～
ゴ
ト
 
ナ
イ
」
は
九
州
色
の
濃
い
表
現
で
あ
る
。

10

@
元
気
だ
・
1
1
-
元
気
じ
ゃ
な
い
・
1
2
 
元
気
だ
っ
た

 
「
元
気
だ
」
の
図
上
に
は
「
元
気
ナ
」
「
マ
メ
ナ
」
と
、
「
λ
ジ
ャ
」
「
～

ヤ
」
と
が
ほ
ぼ
同
勢
力
で
分
布
し
て
い
る
。
 
「
元
気
じ
ゃ
な
い
」
の
場
合
は

「
ゲ
ン
キ
ニ
 
ナ
イ
」
が
三
洋
に
、
 
「
マ
メ
デ
 
ナ
イ
」
が
二
地
に
、
そ
の
他

下
関
市
域
の
方
言
状
況
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は
「
～
ジ
ャ

ナ
カ
ッ
タ
」
、

ッ
タ
」
、
 
「
～
ニ
 
シ
チ
ョ
ッ
タ
」
、

 
と
こ
ろ
で
『
方
言
文
法
資
料
図
集
」

「
シ
ズ
カ
ナ
」
が
中
国
・
四
国
分
布
、

を
除
く
ほ
ぼ
全
域
に
あ
る
。
ま
た
「
5
0

ナ
イ
」
が
、
山
口
県
・
岡
山
県
に
見
え
、

西
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

見
た
下
関
市
域
で
の
分
布
状
況
は
、

ナ
イ
」
で
あ
る
。
そ
し
て
「
元
気
だ
っ
た
」
で
は
、

「
マ
メ
ナ
カ
ッ
タ
」
が
か
な
り
あ
り
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
の
よ
う
な
全
国
状
況
と
比
較
す
る
時
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
り
広
域
分
布
の
事
象
と
申
国
分
布
事
象

と
の
拮
抗
す
る
状
況
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
9

97
@
全
然

 
こ
れ
に
は
多
く
の
事
象
が
答
え
ら
れ
て
い
る
が
、
下
関
市
域
に
も
っ
と
も
多

い
の
は
「
カ
イ
サ
ラ
」
と
「
ヒ
ト
ツ
モ
」
で
あ
る
。
 
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
に

よ
れ
ば
「
カ
イ
サ
ラ
」
は
豊
浦
郡
、
 
「
カ
イ
サ
」
は
山
口
県
と
島
根
県
の
事
象

で
あ
る
。
一
方
、
 
「
ヒ
ト
ツ
モ
」
の
分
布
地
は
、
 
『
日
本
国
早
大
辞
典
」
に
よ

れ
ば
福
島
県
・
新
潟
県
・
近
畿
・
四
国
・
大
分
県
な
ど
か
な
り
広
い
よ
う
で
あ

る
が
、
今
回
の
私
ど
も
の
調
査
で
は
、
北
九
州
市
域
で
は
「
ヒ
ト
ツ
モ
」
が
お

も
な
事
象
で
、
こ
れ
が
下
関
が
わ
に
も
広
が
っ
た
か
に
見
え
る
。

 
2
 
九
州
事
象
が
よ
り
優
勢
な
状
況

28
@
着
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
能
力
不
可
能
）

 
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
 
「
三
歳
に
な
っ
た
が
、
ま
だ
自
分
で
洋
服
を
着
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
の
表
現
と
し
て
も
っ
と
も
優
勢
な
の
は
、
 
「
キ
ヤ
エ
ン
」

（
着
は
得
ぬ
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
対
岸
の
北
九
州
市
域
に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ

な
い
が
、
 
『
表
現
法
の
全
国
的
調
査
研
究
』
3
8
図
上
に
は
、
長
崎
県
・
佐
賀
県

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
ゲ
ン
キ

 
 
 
 
 
そ
の
ほ
か
「
～
ニ
 
ア

「
～
ジ
ャ
ッ
タ
」
と
事
象
が
多
い
。

ω
の
「
5
3
 
静
か
だ
」
図
上
に
は
、

「
シ
ズ
カ
ジ
ャ
」
は
「
～
ヤ
」
の
近
畿

静
か
で
な
い
」
に
は
、
 
「
シ
ズ
カ
ニ

 
「
シ
ズ
カ
ジ
ャ
 
ナ
イ
」
は
関
東
以

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
き
に
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79着ることができない

 この子は三歳になったけれど、

まだ自分で洋服を着ることがで

きないという時の「着るこ．とが

できない」を、ここのことばで

はどう言うでしょうか。

》
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1 符号化事象に話者の説明のあったもの

0キアエン〈幼いころ言った）1．10

 0ヨーキラン（よく聞く） 1．25・

韮 非符号化事象

 ○キルコトガデキン 2．10

 0キルコトガデケン 2．10、2．31

oヤレエマー 1．30

0シヤエマー 1．30

皿 凡例について

 1．〈 〉内事象は分布地点が4地点以上

  ある．もの

 2．（ ）内事象は3地点以内のもの

  ：

  1

0：キヤエン
  i〈キヤーエン＞

  i（キエン1．25）

  i 〈キエンも〉． 
 
i

△iキキ，。

  コ  ， （キーキラン 2．02）
  ：

  ：△  ：キリキラン
  3

  ：

一iヨ＿キン 、
  …

一Llヨー、キラン
  ：

vi・一キキ・・

  i

  i

へρ Pキラレン
  ：

（：キレン
  ：

  ：

  ：

  ：

  ：

  ：

  ：

  ：

  ：

  ：

  ：

  1
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に
分
布
し
て
い
る
。
山
口
県
下
は
豊
関
域
に
調
査
地
点
が
な
い
た
め
に
こ
れ
が

見
え
て
い
な
い
が
、
下
関
市
域
の
「
キ
ヤ
エ
ン
」
は
長
崎
・
佐
賀
の
分
布
に
連

な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
両
県
の
ま
と
ま
っ
た
分
布
の
ほ
か
に
、
中
部
地
方
以
西

に
点
々
と
こ
の
系
統
の
事
象
が
見
え
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
古
い
事
象
で
あ
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

 
「
キ
ヤ
エ
ン
」
に
つ
い
で
優
勢
な
「
キ
キ
ラ
ン
」
も
九
州
事
象
で
あ
る
。

「
キ
キ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
 
。
新
し
い
こ
と
ば
”
と
い
う
自
覚
が
話
者
た
ち

に
あ
っ
た
。
北
九
州
市
域
に
も
っ
と
も
近
く
、
漁
業
な
ど
で
の
交
渉
も
深
か
っ

た
彦
島
地
区
（
現
在
は
橋
で
つ
な
が
っ
て
い
る
が
以
前
は
島
）
、
六
連
島
が

「
キ
キ
ラ
ン
」
 
一
色
で
あ
る
の
は
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
新
し
く
入
っ
て
き
て

「
キ
ヤ
エ
ン
」
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
と
こ
ろ
で
「
ヨ
ー
 
キ
ン
」
は
近
畿
・
中
国
・
四
国
お
よ
び
宮
崎
県
南
東
辺

に
も
見
え
る
優
勢
な
事
象
で
あ
る
が
、
下
関
市
域
に
は
こ
れ
が
わ
ず
か
一
廓
に

見
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。
測
地
に
見
え
る
「
ヨ
ー
 
キ
ラ
ン
」
は
、
九
州
に
優

勢
な
ラ
行
五
段
化
事
象
の
「
キ
ラ
ン
」
の
上
に
「
ヨ
ー
」
を
置
い
た
も
の
で
あ

り
、
「
ヨ
ー
 
キ
キ
ラ
ン
」
の
「
キ
キ
ラ
ン
」
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
九
州

事
象
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
か
ら
伝
播
し
た
事
象
が
こ
こ
で
九
州
化
さ
れ
る

状
況
も
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

26
@
行
か
な
か
っ
た
（
打
消
過
去
）

 
「
イ
カ
ン
ジ
ャ
ッ
タ
」
が
も
っ
と
も
優
勢
で
「
～
ン
ヤ
ッ
タ
」
が
こ
れ
に
次

ぐ
。
 
「
～
ダ
ッ
タ
」
 
（
ざ
っ
た
）
、
 
「
～
ジ
ャ
ッ
タ
」
、
 
「
～
ン
ザ
ッ
タ
」
、

「
～
ン
ダ
ッ
タ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
一
、
二
の
地
点
に
見
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
新
来

の
「
～
ン
カ
ッ
タ
」
も
旧
地
に
あ
り
、
 
〈
少
〉
で
は
こ
れ
の
分
布
地
点
が
お
お
．

い
に
ふ
え
て
い
る
。
 
『
表
現
法
の
全
国
的
調
査
研
究
』
の
「
1
8
 
今
日
は
役
場

下
関
市
域
の
方
言
状
況
 
一
一
九
八
九
年
調
査
の
報
告
！

に
行
か
な
か
っ
た
」
の
図
に
よ
れ
ば
、
「
ザ
ッ
タ
」
、
「
ダ
ッ
タ
」
は
西
中
国
、

西
四
国
事
象
で
、
 
「
～
ン
ジ
ャ
ッ
タ
」
は
九
州
・
山
口
県
事
象
で
あ
る
。

54
@
自
称
詞

 
ほ
ぼ
全
地
点
に
分
布
し
て
い
る
の
は
九
州
に
優
勢
な
「
オ
レ
」
、
「
オ
ド
モ
」

で
あ
る
。
 
「
オ
ダ
ン
」
が
七
地
で
得
ら
れ
て
い
る
が
、
 
『
日
本
方
言
大
辞
典
』

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
出
雲
こ
と
ば
で
あ
る
。
近
畿
・
中
国
に
優
勢
な
「
ワ
シ
」

は
、
下
関
市
域
で
は
多
く
は
「
オ
レ
」
と
併
存
で
十
三
地
点
に
分
布
す
る
ば
か

り
で
、
 
「
オ
レ
」
、
 
「
オ
ド
モ
」
よ
り
劣
勢
で
あ
る
ゆ
 
「
ワ
ッ
チ
」
が
東
部
四

地
に
あ
る
。

 
5
 
中
国
事
象
が
よ
り
優
勢
な
状
況

48
@
感
謝
辞

 
「
近
所
の
人
か
ら
旅
行
の
お
み
や
げ
を
も
ら
っ
た
時
の
あ
い
さ
つ
」
と
し
て

は
、
申
国
地
域
の
中
部
以
西
に
分
布
す
る
「
タ
エ
ガ
タ
イ
」
 
「
タ
エ
ガ
タ
ー
」

（
耐
え
が
た
い
）
が
も
っ
と
も
広
く
分
布
し
て
い
て
、
九
州
事
象
の
「
ス
ミ
マ

セ
ン
」
は
六
地
に
見
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。
「
タ
エ
ガ
タ
ー
」
に
追
わ
れ
た
よ

う
に
西
辺
四
地
に
分
布
し
て
い
る
「
オ
ー
キ
ニ
」
は
北
九
州
市
域
に
も
あ
る
。

下
関
市
域
・
北
九
州
市
域
で
は
古
い
こ
と
ば
で
あ
る
。

18

@
百
円
分

 
「
百
円
ホ
ド
」
、
 
「
～
ガ
ホ
ド
」
、
 
「
～
ガ
ト
コ
」
'
、
 
「
～
ガ
」
は
中
国
事

象
、
「
ガ
ソ
」
、
「
ガ
ホ
」
は
長
門
事
象
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
全
域
に
広

が
っ
て
い
る
。
一
方
、
九
州
事
象
の
「
ガ
ト
」
、
 
「
ガ
タ
」
、
 
「
ゴ
ト
」
は
関

門
海
峡
か
ら
東
へ
海
岸
沿
い
に
分
布
し
て
い
る
。

70

@
三
飯

 
 
 
 
 
 
り

 
中
国
事
象
の
烈
オ
ハ
チ
」
あ
る
い
は
「
オ
ハ
チ
サ
マ
」
が
ほ
ぼ
全
地
点
に
分
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回
し
、
北
九
州
市
域
の
、
こ
と
に
豊
前
域
忙
優
勢
な
「
オ
ッ
パ
ン
」
が
海
岸
の

二
地
に
、
 
「
ウ
ッ
パ
ン
」
が
一
期
に
見
え
る
。
 
「
ブ
ッ
パ
ン
」
、
 
「
ゴ
ブ
ッ
パ

ン
」
も
そ
れ
ぞ
れ
二
地
に
あ
る
。

79
@
手
伝
う

 
中
国
事
象
の
「
テ
ゴ
ー
ス
ル
」
が
ほ
ぼ
全
地
点
に
分
布
し
、
九
州
事
象
の

「
カ
セ
ー
ス
ル
」
が
こ
れ
と
併
存
で
十
一
地
に
あ
り
、
単
存
で
一
地
に
あ
る
。

 
ゴ
 
九
州
事
象
の
分
布
状
況

 
（

 
九
州
事
象
が
中
国
事
象
と
拮
抗
し
、
あ
る
い
は
よ
り
優
勢
に
、
逆
に
劣
勢
に

分
布
す
る
状
況
は
す
で
に
見
た
が
、
こ
こ
で
は
全
域
を
ほ
ぼ
被
う
も
の
、
逆
に

き
わ
め
て
ま
れ
な
事
象
、
 
〈
少
〉
で
優
勢
に
な
る
事
象
を
と
り
あ
げ
る
。

 
1
 
全
域
に
優
勢
な
九
州
事
象

53
@
否
定
形
式
の
白
い
に
対
す
る
応
答
詞

 
外
出
先
か
ら
帰
宅
し
た
人
に
”
電
話
は
か
か
ら
な
か
っ
た
か
”
と
聞
か
れ

て
、
か
か
っ
て
い
な
か
っ
た
時
の
返
事
は
、
 
「
イ
ー
ヤ
（
イ
ン
ニ
ャ
）
カ
カ
ラ

ン
ジ
ャ
ッ
タ
」
で
あ
る
。
」
「
ウ
ン
、
カ
カ
ラ
ン
ジ
ャ
ッ
タ
」
の
返
事
も
数
地
で

答
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
状
況
は
北
九
州
市
域
も
同
様
で
あ
る
。
日
常
に
は

「
イ
ー
ヤ
 
～
」
と
言
っ
て
い
て
も
、
問
わ
れ
る
と
迷
っ
て
「
ウ
ン
 
～
」
と

答
え
る
話
者
も
い
る
。
九
州
と
長
門
域
の
全
般
的
な
状
況
に
つ
い
て
は
、
 
「
応

答
表
現
法
i
長
門
方
言
に
お
け
る
一
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

14
@
人
に
笑
わ
れ
る

 
併
存
で
「
二
」
を
答
え
て
い
る
地
点
も
三
地
あ
る
が
、
全
地
点
に
「
カ
ラ
」

が
分
布
す
る
。
 
『
方
言
文
法
全
国
地
図
」
の
「
2
7
 
犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た
」

で
は
v
 
「
カ
ラ
」
の
分
布
域
は
宮
崎
県
南
部
と
鹿
児
島
、
熊
本
、
長
崎
、
佐
賀

の
諸
県
、
山
口
県
の
豊
関
域
で
あ
る
。
私
ど
も
の
調
査
で
は
北
九
州
市
域
に
も

「
カ
ラ
」
が
分
布
し
て
い
る
が
、
下
関
市
域
の
ほ
う
が
む
し
ろ
優
勢
で
あ
る
。

69

¥
二
月
三
十
一
日

 
「
ト
シ
ノ
ヨ
サ
」
、
 
「
ト
シ
ノ
ヨ
ー
サ
」
、
 
「
ト
シ
ノ
ヨ
」
、
 
「
ト
シ
ノ
ヨ

ノ
バ
ン
」
、
 
「
ト
シ
ノ
ヨ
ル
」
で
ほ
ぼ
全
域
が
被
わ
れ
て
い
る
。
中
国
域
に
優

勢
な
「
オ
ー
ツ
モ
ゴ
リ
」
類
は
わ
ず
か
陣
地
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。

70
@
つ
ば
（
唾
）

 
土
ハ
通
語
の
「
ツ
バ
」
ほ
ど
に
優
勢
で
は
な
い
が
、
「
ツ
ズ
」
が
九
地
に
、
「
ツ

ド
」
が
六
連
島
に
分
布
し
て
い
る
。
 
『
L
A
J
』
の
「
㎜
 
つ
ば
」
で
は
、
福

岡
・
熊
本
両
県
域
に
は
ま
れ
で
、
そ
の
他
の
九
州
諸
県
と
山
口
県
、
島
根
県
の

石
見
地
方
に
「
ツ
ズ
」
類
の
分
布
が
見
え
る
。

 
2
 
分
布
量
の
少
な
い
九
州
事
象
一
残
存
と
新
入

 
「
8
0
 
庭
を
は
く
」
で
は
、
北
九
州
市
域
の
全
地
点
分
布
事
象
「
ハ
ワ
ク
」

が
、
多
く
は
「
ハ
ク
」
と
併
存
で
九
地
に
見
え
る
。
市
に
隣
接
す
る
豊
浦
郡
や

厚
狭
郡
で
も
高
年
者
は
「
ハ
ワ
ク
」
を
言
う
。
こ
の
図
の
全
域
に
ま
ば
ら
な
分

布
は
残
存
の
状
況
と
思
え
る
。

 
一
九
九
〇
年
に
新
し
く
調
査
し
た
「
飽
き
る
」
で
は
、
長
門
事
象
（
新
事
象
）

「
ア
ケ
ル
」
の
優
勢
な
分
布
に
対
し
て
、
九
州
事
象
（
旧
事
象
）
の
「
ア
ク
」

は
、
西
が
わ
に
残
存
の
状
況
を
見
せ
る
。

 
「
7
6
 
私
に
く
れ
」
の
「
（
私
に
）
ヤ
レ
」
も
西
が
わ
の
五
言
に
見
え
る
が
、

こ
れ
も
残
存
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
九
州
と
向
き
あ
っ
て
い
て
、
漁
業
な
ど
で

の
交
渉
も
あ
っ
た
彦
島
・
竹
の
子
島
、
響
灘
沿
岸
、
す
な
わ
ち
西
が
わ
の
地
域

は
九
州
域
の
こ
と
ば
を
受
け
入
れ
や
す
い
。

 
「
8
9
 
雨
に
ぬ
れ
て
気
持
ち
が
悪
い
」
、
 
「
9
0
 
子
供
が
さ
わ
い
で
う
る
さ
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い
」
の
両
図
に
は
、
 
「
シ
ロ
シ
ー
」
が
北
九
州
市
域
で
は
「
雨
に
ぬ
れ
て
気
持

ち
が
悪
い
」
の
意
で
あ
り
、
下
関
市
域
で
は
「
子
供
が
さ
わ
い
で
う
る
さ
い
」

の
意
で
あ
る
状
況
が
見
え
る
。
も
っ
と
も
下
関
が
わ
に
も
「
ヨ
ー
ソ
ケ
ナ
イ
」

（
ぬ
れ
て
気
持
ち
が
わ
る
い
）
と
併
存
で
「
シ
ロ
シ
ー
」
を
言
う
所
が
数
地
点

 
 
 
 
 
 
ア
マ
ノ
ゴ
ウ
 
ム
ツ
レ
ジ
マ

あ
り
、
彦
島
の
海
士
郷
と
六
連
島
と
は
、
8
9
・
9
0
と
も
に
「
シ
ロ
シ
ー
」
で
あ

る
。

 
 
「
8
7
 
仲
間
に
入
れ
て
く
れ
」
の
図
上
に
は
、
九
州
事
象
の
「
カ
タ
ラ
シ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
シ
モ

テ
」
が
、
市
の
西
北
端
の
吉
母
と
、
九
州
と
向
き
合
っ
て
い
る
竹
の
子
島
と
に

見
え
る
。

 
言
語
地
図
を
微
細
に
見
て
い
く
時
、
関
門
海
峡
と
響
灘
と
が
市
の
方
言
状
況

の
形
成
に
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
な
ず
か
れ
る
。

 
5
 
少
年
層
で
優
勢
に
な
る
九
州
事
象

6
 
早
い

 
 
〈
老
〉
で
は
「
ハ
ヤ
ー
」
が
優
勢
で
、
 
「
ハ
エ
ー
」
は
「
ハ
ヤ
ー
」
と
併
存

で
瀬
戸
内
海
が
わ
の
海
岸
心
地
に
見
え
て
い
た
。
 
〈
少
〉
で
は
中
国
事
象
の

．
「
ハ
ヤ
ー
」
は
五
地
に
、
九
州
事
象
の
「
麗
麗
ー
」
が
十
一
地
に
見
え
て
い

る
。9

 
起
き
ろ

 
 
〈
老
〉
で
は
か
な
り
優
勢
で
あ
っ
た
「
オ
キ
ー
 
ヨ
」
、
「
オ
キ
ー
 
ヤ
」

は
く
少
〉
で
は
少
な
く
な
り
、
 
〈
老
〉
で
三
地
に
見
え
て
い
た
「
オ
キ
レ
」
が

二
十
一
地
に
見
え
て
い
る
。
 
「
オ
キ
レ
」
は
西
日
本
で
は
九
州
事
象
で
あ
る
。

92
@
疲
れ
て
苦
し
い

 
〈
老
〉
で
は
中
国
事
象
の
「
エ
ラ
イ
」
 
（
エ
ラ
ー
）
が
ほ
ぼ
全
地
点
に
あ
っ

た
。
 
〈
少
〉
で
は
九
州
事
象
の
「
キ
ツ
イ
」
が
南
部
で
は
単
存
で
、
北
部
で
は

下
関
市
域
の
方
言
状
況
 
一
一
九
八
九
年
調
査
の
報
告
一

「
エ
ラ
イ
」
と
併
存
で
分
布
し
て
い
る
。

 
 

 
三
 
中
国
（
中
国
四
国
）
事
象
の
分
布
状
況

 
（

 
1
 
優
勢
な
表
現
法
事
象

41
@
先
生
が
言
わ
れ
た
 
4
2
 
先
生
が
立
っ
て
お
ら
れ
る

 
「
ユ
ー
チ
ャ
ッ
タ
」
、
 
「
タ
ッ
チ
ョ
ッ
テ
」
が
ほ
ぼ
全
域
を
被
い
、
併
存
し

て
「
ユ
ー
テ
ジ
ャ
ッ
タ
」
が
数
地
に
、
 
「
タ
ッ
チ
ョ
ッ
テ
ジ
ャ
」
が
一
地
に
あ

る
。43

@
貸
し
て
く
だ
さ
い

 
中
国
事
象
の
「
ツ
訳
註
サ
イ
」
が
、
ま
ば
ら
に
で
は
あ
る
が
全
域
に
分
布

し
、
北
九
州
市
の
筑
前
西
部
域
に
分
布
を
広
げ
て
い
る
。

33
@
行
か
ね
ば
な
ら
な
い

 
「
イ
カ
ン
ニ
ャ
ー
 
イ
ケ
ン
」
が
全
域
分
布
で
、
北
九
州
市
域
の
「
イ
カ
ニ

ャ
 
ナ
ラ
ン
」
、
 
「
イ
カ
ナ
 
ナ
ラ
ン
」
と
対
応
し
て
い
る
。

51
@
い
い
子
、
い
い
子
（
頭
を
な
で
な
が
ら
言
う
こ
と
ば
）

 
「
ホ
ン
ソ
 
ホ
ン
ソ
」
が
お
も
な
事
象
で
、
「
ホ
ン
ソ
ゴ
 
ホ
ン
ソ
ゴ
」
（
奔

走
子
）
、
 
「
ホ
ン
コ
 
ホ
ン
コ
」
も
い
く
ら
か
あ
る
。
北
九
州
市
の
豊
前
東
部

域
に
も
分
布
を
広
げ
て
い
る
が
、
中
国
四
国
に
優
勢
な
事
象
で
あ
る
。

 
2
 
優
勢
な
率
直
事
象

60
@
お
転
婆

 
「
ピ
ン
ピ
ラ
」
、
 
「
オ
ヅ
ピ
ン
」
が
お
も
で
「
ピ
ン
ピ
ラ
ハ
チ
」
も
あ
る
。

『
中
国
地
方
五
県
言
語
地
図
』
に
よ
れ
ば
、
周
防
東
部
に
「
キ
ン
ピ
ラ
ム
ス
メ
」

（
金
平
娘
）
が
あ
り
、
そ
の
西
が
わ
が
「
ピ
ン
ピ
ラ
」
系
事
象
域
で
あ
る
。
九

州
に
は
広
が
っ
て
い
な
い
。
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60
@
雨
戸
を
し
め
る

 
全
地
点
が
「
タ
テ
ル
」
で
北
九
州
市
域
の
「
セ
ク
」
と
対
応
し
て
い
る
。

82
@
寄
り
か
か
る

 
「
ス
ガ
ル
」
が
全
地
点
分
布
で
北
九
州
市
域
の
「
ナ
ン
カ
カ
ル
」
と
対
応
し

て
い
る
。
こ
の
意
味
の
「
ス
ガ
ル
」
の
分
布
地
を
『
日
本
方
言
大
辞
典
」
は
隠

岐
島
、
広
島
県
比
婆
郡
と
し
て
い
る
。

85

@
叱
る

 
「
ク
ジ
ョ
ー
 
ク
ル
」
が
ほ
ぼ
全
地
点
に
あ
り
、
 
「
ク
ジ
ュ
ー
 
ク
ル
」
、

「
ク
ジ
オ
 
ク
ル
」
 
（
公
事
を
く
る
）
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
北
九
州
市
域
に
は

見
え
な
い
が
、
 
”
子
供
が
食
物
や
着
物
に
つ
い
て
ぐ
じ
ぐ
じ
不
平
を
言
う
”
の

意
味
で
用
い
て
い
た
こ
と
を
北
九
州
人
の
筆
者
は
記
憶
し
て
い
る
。

88
@
な
く
な
る

 
「
食
べ
て
し
ま
っ
て
（
使
っ
て
し
ま
っ
て
）
な
く
な
っ
た
」
こ
と
を
「
ミ
テ

タ
」
と
全
地
点
で
言
う
。
北
九
州
市
域
に
は
ま
っ
た
く
見
え
な
い
。

93
@
歯
が
痛
い

 
「
ハ
シ
ル
」
が
全
域
に
あ
り
、
「
ウ
ズ
ク
」
と
併
存
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

痛
み
方
が
違
う
と
い
う
教
示
が
多
か
っ
た
。
北
九
州
市
域
は
「
ウ
ズ
ク
」
費
用

で
あ
る
・
鴫
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
」
の
肥
図
で
・
こ
れ
が
山
陽
道
中
心
の
瀬
戸

内
海
域
分
布
事
象
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

91
@
容
易
で
あ
る

 
申
出
事
象
の
「
ミ
ヤ
ス
イ
」
が
全
地
点
に
お
お
む
ね
単
動
で
分
布
、
北
九
州

市
域
に
は
豊
前
心
地
に
し
か
見
え
な
い
。
、

 
）
 
 
 
 
 
 
㈲

 
四
 
長
門
・
豊
関
事
象
の
分
布
状
況

 
（

 
1
 
優
勢
な
表
現
法
事
象

49
@
う
な
ず
き
の
応
答
詞

 
相
手
の
語
り
か
け
に
「
そ
う
で
す
が
」
と
う
な
ず
ぐ
「
ソ
レ
 
カ
ナ
」
類
が

全
地
点
分
布
で
あ
る
。
山
口
県
全
域
で
聞
か
れ
る
が
、
特
に
長
門
域
で
耳
だ

つ
。

16
@
誰
の
物
（
準
体
助
詞
）

 
「
ダ
レ
ノ
ソ
」
、
 
「
ダ
レ
ノ
ホ
」
が
併
存
し
て
全
地
点
に
分
布
。
代
名
詞

「
そ
れ
」
を
出
自
と
す
る
「
ソ
」
、
 
「
ホ
」
は
長
門
分
布
事
象
で
あ
る
が
、
北

九
州
市
域
に
も
「
ソ
」
、
 
「
ス
」
が
い
く
ら
か
見
え
る
。

36
@
ど
こ
に
行
く
の
か
（
文
末
詞
）

 
準
体
助
詞
か
ら
転
成
し
た
文
末
詞
「
ソ
」
 
「
ホ
」
も
全
地
点
分
布
で
、
 
「
ソ

カ
」
 
「
ホ
カ
」
と
も
言
う
。
北
九
州
市
域
に
も
い
く
ら
か
の
分
布
が
見
え
る
。

必
・
4
5
・
4
6
・
4
7
の
、
あ
い
さ
つ
こ
と
ば
に
見
え
る
敬
語

 
こ
れ
ら
に
見
え
る
「
～
ナ
ハ
ン
セ
ー
」
、
 
「
～
ハ
ン
セ
ー
」
、
 
「
～
ナ
ン
セ

 
 
 
㊥

1
」
は
豊
関
分
布
事
象
で
、
北
九
州
市
域
筑
前
西
南
隅
の
「
ナ
ッ
セ
ー
」
と
対

比
的
で
あ
る
。

45
@
訪
問
辞
（
親
し
い
家
を
訪
う
て
）

 
「
（
コ
レ
ニ
ャ
ー
）
オ
リ
テ
ガ
 
ア
ル
 
カ
ナ
」
 
（
ご
在
宅
で
す
か
）
と
い

う
あ
い
さ
つ
が
四
五
に
あ
る
。
「
オ
リ
テ
ガ
（
居
り
手
が
）
…
…
」
の
訪
問
辞

を
諸
文
献
の
上
で
た
し
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
濫
行
域
分
布
事
象
の
よ

う
で
あ
る
。

40
@
先
に
行
く
 
ゾ
ナ
（
文
末
詞
）
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文
末
詞
「
ゾ
ナ
」
 
（
ド
ナ
）
も
全
域
分
布
で
あ
る
が
、
か
な
ら
ず
し
も
全
地

点
で
得
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
話
者
が
男
性
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
女
性
が
よ

く
言
う
。
 
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
」
の
「
9
7
 
ゾ
ナ
」
の
図
に
よ
れ
ば
、
こ
れ

は
近
畿
・
四
国
が
主
分
布
域
で
、
九
州
の
豊
前
域
と
山
口
県
下
の
豊
関
域
に
も

分
布
し
て
い
る
事
象
で
あ
る
。

 
2
 
優
勢
な
語
彙
事
象

73
@
稲
む
ら

 
全
域
分
布
の
「
ト
シ
ャ
ク
」
は
長
門
・
石
見
分
布
事
象
で
あ
る
。
九
州
豊
前

域
分
布
の
「
ト
ー
シ
ャ
ク
」
と
合
わ
せ
れ
ば
、
九
州
東
北
部
と
本
州
西
辺
部
一

帯
に
分
布
す
る
事
象
で
あ
る
。

72

@
前
庭

 
全
域
分
布
の
「
ホ
カ
」
は
、
押
送
域
を
中
心
に
、
そ
の
周
辺
に
も
広
が
る
事

 
 
 
 
 
鱒

象
で
あ
る
。
 
『
L
A
J
」
珊
図
に
、
富
山
・
岐
阜
以
西
、
九
州
北
部
に
ま
で
連

続
し
て
分
布
し
て
い
る
「
カ
ド
」
は
、
私
ど
も
の
調
査
で
は
下
関
市
域
に
は
わ

ず
か
三
池
に
「
ホ
カ
」
と
併
存
で
分
布
し
て
い
る
。
『
L
A
J
』
搦
図
上
に
も
、

豊
関
域
に
は
「
カ
ド
」
の
分
布
は
見
え
な
い
。

17

@
井
戸

 
「
イ
ケ
」
が
九
地
に
あ
る
。
 
『
L
A
J
」
斯
図
上
に
は
、
北
陸
・
滋
賀
と
、

離
れ
て
山
口
県
下
の
豊
薄
型
と
に
「
イ
ケ
」
が
ま
と
ま
っ
た
分
布
を
見
せ
て
い

る
。
私
ど
も
の
調
査
で
は
、
彦
島
と
東
海
岸
域
に
は
ー
イ
ケ
」
が
な
く
、
 
「
イ

ド
」
が
分
布
し
て
、
新
化
の
状
況
を
見
せ
て
い
る
。
な
お
、
九
州
事
象
の
「
イ

ガ
ワ
」
が
、
西
北
端
一
覧
、
東
南
端
一
地
に
あ
る
。

55

@
あ
の
人
 
5
6
 
こ
の
人

 
豊
関
事
象
の
「
ア
ノ
ア
ン
タ
ー
」
 
「
ア
ナ
ン
タ
ー
」
、
 
「
コ
ノ
ア
ン
タ
ー
」

下
関
市
域
の
方
言
状
況
 
-
一
九
八
九
年
調
査
の
報
告
一

 
「
コ
ナ
ン
タ
ー
」
が
ほ
ぼ
全
域
分
布
で
あ
る
が
、
九
州
と
向
き
あ
っ
て
い
る

彦
島
と
六
連
島
に
は
見
え
な
い
。
北
九
州
市
域
に
も
な
い
。

58

@
親
友

 
韓
国
語
を
受
容
し
た
「
チ
ン
グ
i
」
 
（
親
旧
）
が
全
域
に
分
布
す
る
。
九
州

西
部
の
海
辺
・
島
喚
か
ら
長
門
・
石
見
の
海
辺
・
島
嘆
に
か
け
て
分
布
す
る
事

象
で
あ
る
。
 
「
チ
ン
グ
ー
」
よ
り
は
弱
勢
力
で
あ
る
「
ヘ
コ
学
事
」
（
揮
替
え
）

の
分
布
域
は
豊
関
域
と
そ
の
周
辺
域
で
あ
ろ
う
。

59
@
い
た
ず
ら
っ
子

 
『
中
国
地
方
五
県
言
語
地
図
」
脳
図
上
、
長
門
域
分
布
状
況
を
見
せ
る
「
ド

ー
ゲ
ン
ボ
ー
ズ
」
類
が
全
地
点
に
分
布
し
て
い
る
。
東
辺
一
思
の
「
ド
二
等
ン

 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ

ボ
ー
ズ
」
 
（
童
艸
坊
主
）
が
本
来
の
語
形
で
あ
ろ
う
。
下
関
市
域
で
は
く
少
〉

に
も
よ
く
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
北
九
州
市
域
に
は
〈
老
〉
〈
少
〉
と
も
に
見
え

な
い
。

6
6
〆
舌

 
『
L
A
J
』
m
図
上
に
見
え
る
豊
前
事
象
の
「
ツ
バ
」
 
（
舌
）
は
、
当
然
、

下
関
市
域
で
も
優
勢
で
あ
る
が
、
彦
島
と
瀬
戸
内
海
が
わ
の
海
辺
に
は
分
布
し

て
い
な
い
地
点
も
あ
る
。

81

@
叫
ぶ

 
「
タ
ッ
ケ
ル
」
が
全
地
点
に
分
布
し
て
い
る
。
 
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
皿

図
上
に
は
、
 
「
タ
ケ
ル
」
が
主
と
し
て
罷
申
国
に
分
布
し
、
九
州
北
端
二
地
に

も
あ
る
。
 
「
タ
ッ
ケ
ル
」
は
長
門
域
分
布
事
象
で
あ
る
。
私
ど
も
の
調
査
で
は

北
九
州
市
域
に
優
勢
な
「
オ
ラ
ブ
」
は
、
下
関
市
域
で
は
「
タ
ッ
ケ
ル
」
と
併

存
し
て
五
地
に
見
え
る
ば
か
り
で
、
新
事
象
「
タ
ッ
ケ
ル
」
が
こ
れ
と
交
替
し

た
、
あ
る
い
は
交
替
し
つ
つ
あ
る
状
況
を
見
せ
て
い
る
。
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5
 
音
声
事
象

3
 
座
ぶ
と
ん
・
2
 
風
・
4
 
雑
巾

 
「
ダ
ブ
ト
ン
」
、
 
「
ド
ー
キ
ン
」
の
よ
う
に
、
 
「
ザ
」
を
「
ダ
」
、
 
「
ゾ
」

を
「
ド
」
に
発
音
す
る
状
況
は
、
彦
島
と
瀬
戸
内
海
が
わ
の
海
岸
域
と
を
除
く

地
域
に
あ
り
、
「
カ
ジ
ェ
」
・
「
カ
デ
」
の
よ
う
に
「
ゼ
」
を
「
ジ
ェ
」
．

「
デ
」
に
発
音
す
る
状
況
は
響
灘
が
わ
に
見
ら
れ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
こ
の

よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
発
音
傾
向
は
長
門
域
ば
か
り
で
な
く
、
山
口

県
全
域
に
あ
る
。

 
励
 
沿
岸
・
島
嘆
の
飛
石
分
布
状
況

 
（

 
「
8
3
 
あ
ぐ
ら
を
か
く
」
図
上
に
は
、
「
ア
ブ
タ
 
ク
ム
」
が
六
連
島
と
蓋

井
島
、
北
九
州
市
域
の
馬
島
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
で
は
沿
岸
域
に
は

得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
は
安
岡
で
よ
く
聞
く
。
北
九
州
市
域
に
は
、
沿
岸

域
に
も
「
ア
ビ
タ
ク
ム
」
、
「
ピ
ザ
ブ
テ
 
ク
ム
」
、
「
ヒ
ラ
ブ
テ
オ
 
カ

ク
」
が
得
ら
れ
て
い
る
。

．
『
L
A
J
』
の
「
5
2
 
あ
ぐ
ら
を
か
く
」
図
上
に
は
、
京
都
府
・
兵
庫
県
・

鳥
取
県
の
日
本
海
が
わ
、
そ
し
て
隠
岐
島
に
こ
の
類
の
事
象
が
よ
く
分
布
し
、

離
れ
て
山
口
県
の
吉
島
、
豊
浦
郡
豊
浦
町
、
福
岡
県
玄
海
町
と
、
飛
石
状
に
三

地
に
見
え
る
。
私
ど
も
の
調
査
で
は
、
こ
の
日
本
海
事
象
が
響
灘
・
玄
界
灘
の

沿
岸
島
喚
に
、
も
う
少
し
密
に
分
布
す
る
状
況
が
見
え
て
い
る
。

 
「
5
7
 
分
家
」
に
は
、
関
門
海
峡
に
面
し
た
伊
崎
町
に
「
デ
ミ
セ
」
が
あ
る

が
、
こ
の
事
象
は
『
日
本
方
言
大
辞
典
」
に
、
新
潟
県
佐
渡
、
福
井
県
、
島
根

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
シ
マ
 
 
 
 
 
 
 
ア
イ
シ
マ

県
鹿
足
郡
と
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
萩
市
見
証
の
浦
集
落
・
相
島
・
大

 
 
 
 
オ
オ
ミ
シ
マ
 
オ
オ
ト
マ
リ
 
オ
オ
ヒ
ビ

島
、
長
門
市
青
海
島
の
大
泊
・
大
日
比
、
下
関
市
の
竹
の
子
島
で
、
分
家
盲

あ
る
い
は
分
家
屋
号
と
し
て
こ
の
語
を
聞
い
て
い
る
。

 
こ
れ
ら
は
日
本
海
、
響
灘
、
さ
ら
に
は
玄
界
灘
の
沿
岸
・
島
演
へ
と
飛
石
状

に
分
布
す
る
事
象
で
あ
る
が
、
瀬
戸
内
海
が
わ
に
も
こ
の
状
況
は
見
ら
れ
る
。

 
「
6
8
 
ふ
く
ら
は
ぎ
」
で
は
「
ワ
タ
モ
チ
」
、
 
「
ア
ダ
モ
チ
」
が
六
連
島
と

蓋
井
島
、
北
九
州
市
の
藍
島
に
あ
る
。
下
関
市
の
本
土
域
に
は
ま
っ
た
く
見
え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
マ
ゴ
 

な
い
が
、
北
九
州
市
が
わ
に
は
筑
前
の
沿
岸
域
、
こ
と
に
若
松
区
の
島
郷
域
に

ま
と
ま
っ
た
分
布
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
事
象
は
『
申
請
地
方
言
県
言
語
地

図
」
㎜
図
上
に
は
瀬
戸
内
海
が
わ
に
ま
ば
ら
に
分
布
が
見
え
て
お
り
、
 
『
日
本

方
言
大
辞
典
」
に
は
「
兵
庫
県
赤
穂
郡
・
加
古
郡
、
山
口
県
」
と
あ
る
。
瀬
戸

内
海
の
近
畿
・
中
国
が
わ
を
飛
石
状
に
西
進
し
て
き
た
事
象
で
あ
ろ
う
。

 
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
」
の
「
6
4
 
聞
か
な
か
っ
た
」
の
図
上
に
は
、
 
「
～

ナ
ン
ダ
」
が
岡
山
・
香
川
以
来
に
多
く
見
ら
れ
、
広
島
県
下
、
愛
媛
県
下
に
も

あ
っ
て
、
内
海
西
部
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
私
ど
も
の
調
査
で
も
、
男

性
を
対
象
者
と
し
た
今
回
の
調
査
で
は
「
～
ナ
ン
ダ
」
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈱

た
だ
し
、
女
性
を
対
象
者
と
し
た
一
九
七
六
年
調
査
で
は
、
下
関
市
の
瀬
戸
内

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
ヤ
つ

海
沿
岸
の
一
算
と
北
九
州
市
門
司
区
の
一
地
、
京
都
郡
の
一
面
で
こ
れ
を
聞
い

て
い
る
。
日
常
、
筆
者
は
下
関
市
内
の
高
年
の
女
性
か
ら
こ
れ
を
聞
く
こ
と
が

あ
る
。
港
町
や
漁
業
集
落
で
は
飛
石
分
布
事
象
を
聞
く
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

る
。 

「
6
4
 
お
手
玉
」
で
は
、
蓋
井
島
だ
け
に
「
ジ
ャ
ー
コ
」
が
あ
る
。
こ
れ
は

『
L
A
J
』
の
「
鵬
 
お
手
玉
」
図
上
、
佐
賀
県
域
に
見
え
る
「
オ
ジ
ャ
ッ

コ
」
 
「
オ
ザ
ッ
コ
」
と
関
連
す
る
事
象
で
あ
ろ
う
か
。

 
市
の
西
北
端
と
東
南
端
の
そ
れ
ぞ
れ
一
心
に
あ
る
「
イ
ガ
ワ
」
 
（
井
戸
）
は

『
L
A
J
」
獅
図
上
で
は
九
州
を
主
分
布
域
と
し
、
広
島
県
下
に
も
あ
る
。
下
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関
市
域
の
「
イ
ガ
ワ
」
は
、
飛
石
分
布
、
残
存
分
布
、
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
か
。

二
 
注
目
さ
れ
る
諸
事
象

 
↓
 
進
行
態
の
表
現
法

 
（

 
「
3
7
 
子
供
が
本
を
読
ん
で
い
る
」
で
は
、
 
「
ヨ
ミ
ヨ
ル
」
 
（
読
み
お
る
）

．
の
単
存
は
九
地
、
 
「
ヨ
ン
ジ
ョ
ル
」
 
（
読
ん
で
お
る
）
の
単
存
は
十
七
地
、
両

事
象
併
存
は
峰
台
で
、
「
ヨ
ン
ジ
ョ
ル
」
は
「
ヨ
ミ
ヨ
ル
」
よ
り
優
勢
で
あ
る
。

ま
た
「
2
5
 
（
今
）
降
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
の
「
フ
ッ
チ
ョ
ル
～
」
と
「
ブ
リ
ヨ

ル
～
」
の
ば
あ
い
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

 
こ
の
進
行
態
の
表
現
は
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
の
・
「
5
0
 
雪
が
降
っ
て
い

る
」
 
（
進
行
態
）
で
は
、
 
「
ブ
リ
ョ
ル
」
系
事
象
が
全
域
に
あ
り
、
 
「
フ
ッ
チ

ョ
ル
」
は
山
口
県
下
の
大
島
、
長
島
に
わ
ず
か
に
見
え
る
。
一
方
、
こ
れ
と
ほ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
圃

ぼ
同
時
期
の
調
査
結
果
を
記
し
た
『
九
州
方
言
の
基
礎
的
研
究
』
の
「
分
布
事

象
、
一
覧
表
」
に
よ
れ
ば
、
九
州
南
部
に
は
「
フ
ッ
ト
ル
」
 
「
フ
ッ
チ
ョ
ル
」
類

が
優
勢
で
あ
り
、
北
部
域
も
西
が
わ
に
は
「
ブ
リ
ヨ
ル
」
類
と
「
フ
ッ
ト
ル
」

「
フ
ッ
チ
ョ
ル
」
と
の
併
存
状
況
が
見
ら
れ
る
。
下
関
市
域
の
状
況
は
瀬
戸
内

海
新
化
に
遅
れ
て
九
州
と
同
着
の
状
況
を
見
せ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
～
ヨ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
話
者
が
「
新
し
い
こ
と
ば
」
と
い
う
説
明
を
加
え

る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
、
〈
少
〉
で
は
「
ヨ
ミ
ヨ
ル
」
が
「
ヨ
ン
ジ
ョ
ル
」

よ
り
優
勢
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
れ
を
傍
証
し
て
い
る
。
な
お
、
 
「
3
6
 
運
動
会

が
ア
リ
ョ
ル
」
で
は
、
 
「
～
ヨ
ル
」
が
全
地
点
に
分
布
し
、
-
「
～
チ
ョ
ル
」
は

八
地
に
「
～
ヨ
ル
」
と
併
存
で
見
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
九
州
の
ば

 
 
 
⑯

あ
い
も
同
様
で
あ
る
。

下
関
市
域
の
方
言
状
況
 
i
一
九
八
九
年
調
査
の
報
告
一

 
ゴ
 
九
州
方
言
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
さ
せ
る
諸
事
象

 
（

 
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
他
称
詞
「
ア
ノ
ア
ン
タ
ー
」
、
 
「
コ
ノ
ア
ン
タ
ー
」

類
は
豊
関
域
分
布
事
域
で
あ
る
。
こ
の
調
査
で
は
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
下
関

 
 
 
 
 
⑮

市
安
岡
に
は
「
ア
ノ
マ
エ
」
 
（
あ
の
お
前
一
あ
の
人
）
も
あ
っ
た
。
筆
者
は
豊

浦
郡
の
阿
川
で
こ
れ
を
聞
い
て
い
る
。
 
『
日
本
方
言
大
辞
典
」
で
は
「
ア
ノ
マ

エ
」
は
出
雲
に
あ
る
。
一
方
、
長
崎
県
・
佐
賀
県
の
諸
方
言
集
に
は
、
 
「
ア
ノ

ワ
イ
」
 
（
あ
の
わ
れ
一
あ
い
つ
）
系
他
称
詞
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
「
あ
の
＋

対
称
詞
」
を
他
称
詞
と
す
る
造
語
法
が
∵
九
州
の
西
部
と
本
州
西
辺
に
あ
る
。

造
語
発
想
上
の
同
似
性
を
こ
こ
に
認
め
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
か
。

 
さ
き
に
長
門
分
布
、
あ
る
い
は
士
関
分
布
と
し
て
あ
げ
た
「
～
エ
ン
」
 
（
能

力
不
可
能
）
、
 
「
ホ
カ
」
 
（
農
家
の
前
庭
）
㍉
 
「
チ
ン
グ
ー
」
 
（
親
友
）
な
ど

は
、
九
州
西
部
域
、
あ
る
い
は
溝
辺
域
か
ら
本
州
西
辺
域
へ
の
広
が
り
を
見
せ

る
事
象
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
分
布
の
見
え
な
い
、
あ
る
い
は
分
布
の
消
え

た
福
岡
県
域
を
は
さ
ん
で
連
な
る
状
況
を
見
せ
て
い
る
。

 
下
関
市
域
と
九
州
西
部
域
の
方
言
の
連
な
る
状
況
は
、
下
関
が
わ
か
ら
九
州

へ
送
り
出
し
た
と
見
ら
れ
る
方
言
事
象
、
た
と
え
ば
「
ゲ
ナ
（
2
3
 
伝
聞
）
」

や
「
ツ
カ
ー
サ
イ
（
4
3
～
て
く
だ
さ
い
）
」
の
分
布
状
況
の
上
に
も
見
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
「
ゲ
ナ
」
は
宮
崎
県
に
も
あ
り
、
「
ツ
カ
ー
サ
イ
」
は
筑
前
域
に
し

か
分
布
し
な
い
な
ど
、
九
州
内
の
分
布
状
況
は
か
な
ら
ず
し
も
単
純
で
な
い
。

 
一
方
、
・
九
州
東
北
四
域
と
の
分
布
の
連
続
状
況
は
、
た
と
え
ば
「
4
0
 
ゾ

ナ
」
 
（
文
末
詞
）
の
図
上
に
見
ら
れ
る
。
 
「
7
3
 
稲
む
ら
」
の
図
上
の
九
州
豊

前
域
の
「
ト
！
シ
ャ
ク
」
と
本
州
の
長
門
・
石
見
の
「
ト
シ
ャ
ク
」
も
一
つ
づ

き
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
長
門
事
象
の
準
体
助
詞
、
文
末
詞
の
「
ソ
」
、
「
ホ
」
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は
お
も
に
豊
前
域
に
分
布
を
広
げ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
長
門
域
で
は
こ
れ
が

今
日
も
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
豊
関
域
で
は
衰
え
の
状
況
に
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
な
分
布
状
況
の
上
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
表
現
法
や
語
詞
の
上
に

も
九
州
方
言
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
さ
せ
る
も
の
が
多
い
。
親
し
い
他
家
を
訪

う
時
の
「
4
5
 
オ
リ
テ
（
居
り
手
）
ガ
 
ア
ル
 
カ
ナ
」
 
（
在
宅
か
ね
）
は
九

州
で
は
聞
か
な
い
あ
い
さ
つ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
表
現
形
式
は
九

州
的
で
あ
る
。
ま
た
「
3
ー
ナ
カ
ル
マ
イ
（
あ
る
ま
い
）
」
の
「
ナ
カ
ル
」
は

「
ア
ル
」
の
語
形
に
類
推
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
九
州
に
お
い
て
形
容

詞
カ
リ
活
用
の
さ
か
ん
な
こ
と
に
思
い
寄
せ
ら
れ
る
。
 
「
ナ
カ
ル
ミ
ャ
ー
」
を

佐
賀
県
域
で
も
聞
く
。

 
「
飽
く
」
の
活
用
の
調
査
は
一
九
九
〇
年
度
に
お
こ
な
っ
た
が
、
下
関
市
域

で
は
「
ア
ケ
ル
」
 
「
ア
ケ
ン
」
が
優
秀
で
、
「
ア
ク
」
「
ア
カ
ソ
」
を
西
半
域
に

追
い
や
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
五
段
活
用
の
「
ア
ク
」
は
共
通
語
で
は
上
一
段

「
ア
キ
ル
」
に
移
っ
て
い
る
が
、
下
関
市
域
（
ば
か
り
で
な
く
長
門
全
域
）
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ

は
下
一
段
活
用
の
「
ア
ケ
ル
」
に
移
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
九
州
で
「
落
テ

 
 
 
 
オ

ル
」
、
 
「
降
レ
ル
」
の
よ
う
に
上
一
段
活
用
動
詞
を
下
一
段
に
活
用
さ
せ
る
傾

向
の
あ
る
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
。

 
下
関
市
域
と
北
九
州
市
域
で
同
形
異
義
の
語
の
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

「
シ
ロ
シ
ー
」
は
、
下
関
市
域
で
は
「
9
0
 
子
供
が
騒
い
で
う
る
さ
い
」
で
答

え
ら
れ
て
お
り
、
北
九
州
市
域
で
は
「
8
9
 
雨
に
ぬ
れ
て
気
持
が
わ
る
い
」
で

答
え
ら
れ
て
い
る
。
北
九
州
市
域
で
の
用
法
の
ほ
う
が
原
義
で
あ
ろ
う
。
こ
の

調
査
で
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
 
「
タ
エ
ガ
タ
イ
」
や
「
ク
ジ
 
ク
ル
」
 
（
ク
ジ

ョ
ー
 
ク
ル
」
も
、
両
域
で
は
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
。

 
九
州
方
言
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
さ
せ
る
事
象
は
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。

（＝一）

そ
の
他
、
二
・
三
の
こ
と

 
1
 
近
畿
方
言
と
の
近
さ
を
思
わ
せ
る
事
象
の
「
ゾ
ナ
（
文
末
詞
）
」
、
「
行

か
ナ
ン
ダ
」
 
（
打
消
過
去
」
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
。
 
「
3
5
 
す
る
な
」

（
禁
止
）
で
は
「
ス
ン
ナ
」
が
優
勢
で
あ
る
が
、
「
シ
ン
ナ
」
、
㍉
シ
ン
ナ
イ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲

ネ
」
も
二
五
地
に
あ
る
。
女
性
を
話
者
と
し
た
一
九
七
六
年
の
沿
岸
域
調
査
で

は
、
 
〈
老
〉
・
〈
少
〉
と
も
に
ほ
ぼ
全
地
点
で
「
シ
ン
ナ
」
の
類
を
聞
い
て
い

る
。
連
用
形
利
用
の
こ
の
言
い
か
た
は
近
畿
の
「
シ
ー
ナ
」
を
思
わ
せ
る
が
、

伝
播
の
果
て
で
語
形
を
変
え
た
も
の
、
こ
の
地
域
で
独
自
に
造
ら
れ
た
も
の
、

い
ず
れ
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
」
の
「
5
7
 
す
る
な
」

の
く
老
〉
図
上
に
は
、
大
阪
府
・
兵
庫
県
の
沿
岸
や
淡
路
島
に
「
シ
ー
ナ
」
が
ゴ

見
ら
れ
、
 
〈
少
〉
図
上
に
は
長
門
域
に
「
シ
ン
ナ
」
が
見
え
て
い
る
。

 
2
 
「
5
7
 
分
家
」
で
は
、
下
関
市
域
に
は
「
ヘ
ヤ
」
 
（
部
屋
）
、
 
「
二
i

ヤ
」
 
（
新
家
）
、
 
「
ア
タ
ラ
シ
ヤ
」
 
（
新
レ
家
）
、
 
「
シ
ン
ヤ
」
 
（
新
家
）
、

「
シ
ン
タ
ク
」
 
（
新
宅
）
、
 
「
デ
ミ
セ
」
 
（
出
店
）
な
ど
多
く
の
事
象
が
あ
っ

て
、
北
九
州
市
域
が
ほ
ぼ
「
イ
ン
キ
ョ
」
、
（
隠
居
）
事
象
一
色
で
あ
る
の
と
対

照
的
で
あ
る
。
分
家
事
象
が
こ
の
よ
う
に
多
事
象
で
あ
る
理
由
を
明
か
に
し
得

て
い
な
い
が
注
目
し
て
い
る
。
．

 
3
 
乳
幼
児
を
あ
や
す
こ
と
ば
「
5
0
 
オ
ラ
ン
オ
ラ
ン
 
バ
ー
」
は
、
〈
少
〉

で
は
全
地
点
が
「
イ
ナ
イ
イ
ナ
イ
 
バ
ー
」
に
移
っ
て
い
る
。
で
あ
っ
て
も
少

年
者
の
日
常
語
は
「
オ
ラ
ン
」
で
、
あ
ら
た
ま
り
こ
と
ば
と
し
て
「
イ
マ
セ

ン
」
を
言
う
程
度
で
あ
る
。
新
語
、
新
表
現
に
移
る
時
の
こ
の
よ
う
な
一
傾
向

は
、
下
関
市
域
や
北
九
州
市
域
に
か
ぎ
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
。
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三
 
新
化
の
遅
速
一
北
九
州
市
域
の
方
言
状
況
と
比
較
し
て

 
西
辺
と
は
い
え
本
土
域
に
位
置
す
る
下
関
市
域
の
方
言
状
況
は
北
九
州
市
域

の
そ
れ
よ
り
は
新
化
の
早
い
こ
と
が
ひ
と
ま
ず
予
想
さ
れ
る
。
 
「
3
3
 
行
か
ね

ば
な
ら
な
い
」
で
、
北
九
州
市
域
が
「
～
ナ
ラ
ン
」
を
よ
く
残
し
、
下
関
市
域

が
「
～
イ
ケ
ン
」
に
移
っ
て
い
る
の
は
新
化
の
早
さ
を
う
な
ず
か
せ
る
。
五
段

活
用
の
「
飽
ク
」
が
北
九
州
市
域
に
よ
く
残
り
、
下
関
市
域
で
は
こ
れ
が
「
ア

ケ
ル
」
に
追
わ
れ
て
わ
ず
か
に
西
半
生
に
残
っ
て
い
る
の
な
ど
も
そ
の
一
例
で

あ
る
。
語
彙
事
象
の
申
に
は
下
関
市
域
ま
で
は
分
布
が
見
え
て
い
て
北
九
州
市

域
に
は
広
が
り
か
ね
て
い
る
も
の
も
多
い
こ
と
も
す
で
に
見
て
き
た
。

 
こ
れ
ら
は
下
関
市
域
の
方
に
新
化
の
早
い
こ
と
を
見
せ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
逆
に
下
関
が
わ
の
新
化
の
ゆ
る
や
か
さ
を
見
せ
る
も
の
も
多
い
。
北
九
州

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

市
域
に
は
見
ら
れ
な
い
能
力
不
可
能
の
「
～
エ
ン
」
を
残
し
、
「
人
カ
ラ
笑
わ

れ
る
」
の
よ
う
な
「
カ
ラ
」
の
用
法
を
北
九
州
市
域
よ
り
は
よ
く
残
し
て
い
る

こ
と
に
は
す
で
に
ふ
れ
た
。

 
助
動
詞
「
ま
い
」
の
使
用
状
況
も
、
下
関
市
域
の
新
化
の
ゆ
る
や
か
さ
を
見

せ
る
一
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
3
0
 
行
く
ま
い
」
 
（
打
消
意
志
）
で
は
、
両

三
に
と
も
に
「
マ
イ
」
系
諸
事
象
が
よ
く
分
布
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
3
1

あ
る
ま
い
」
（
打
消
推
量
）
で
は
、
下
関
市
域
は
ほ
ぼ
全
地
点
に
「
ア
ル
マ
ー
」

を
残
し
、
 
「
ナ
カ
ル
マ
ー
」
も
見
え
る
。
北
九
州
市
域
で
は
「
ナ
カ
ロ
ー
」

「
ナ
イ
ヤ
ロ
ー
」
を
言
う
所
が
多
い
。

 
「
2
6
 
行
か
な
か
っ
た
」
で
は
、
下
関
市
域
に
「
～
ン
ジ
ャ
ッ
タ
」
が
優

勢
、
北
九
州
市
域
に
は
「
～
ン
ヤ
ッ
タ
」
が
優
勢
で
あ
る
。
ま
た
「
3
4
 
そ
ん

な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
」
で
は
、
下
関
市
域
は
「
シ
チ
ャ
ー
 
～
」
で
あ
馳

下
関
市
域
の
方
言
状
況
 
一
一
九
八
九
年
調
査
の
報
告
一

り
、
北
九
州
市
域
に
は
「
シ
タ
ラ
 
～
」
が
多
い
。

 
こ
の
よ
う
に
下
関
市
が
わ
の
新
化
の
ゆ
る
や
か
さ
を
見
せ
る
図
も
多
く
、
両

域
の
新
化
の
遅
速
は
単
純
に
は
言
え
な
い
。
 
〈
少
〉
に
お
け
る
共
通
語
化
は
い

っ
た
い
に
北
九
州
市
域
の
、
こ
と
に
豊
前
域
が
早
い
。

お
 
わ
 
り
 
に

 
 
一
九
八
九
年
調
査
の
報
告
の
一
端
と
し
て
、
ま
ず
下
関
市
域
の
方
言
状
況
を

見
て
き
た
。
予
想
し
た
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
多
様
性
と
九
州
方
言
と
の

深
い
か
か
わ
り
に
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
地
図
上
の
下
関
市

の
、
二
等
辺
三
角
形
の
頂
点
を
北
九
州
市
に
向
け
、
そ
の
両
辺
に
響
灘
と
瀬
戸

、
内
海
の
二
つ
の
海
を
持
っ
て
い
る
姿
を
見
る
時
、
こ
の
よ
う
な
方
言
状
況
を
い

か
に
も
と
う
な
ず
く
。
二
等
辺
三
角
形
の
ほ
ぼ
頂
点
の
位
置
に
あ
る
豊
島
地

区
、
ま
た
響
灘
に
面
し
た
西
辺
地
域
の
分
布
状
況
は
わ
け
て
も
興
味
深
い
。

 
調
査
報
告
と
し
て
は
、
つ
づ
い
て
北
九
州
市
域
の
方
言
状
況
を
明
ら
か
に
し

た
上
で
、
両
域
を
合
わ
せ
見
る
作
業
が
残
っ
て
い
る
が
後
日
を
期
し
た
い
。

注
ω（4） （3） （2）（5）

昭
和
5
3
年
度
科
学
研
究
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
国
立
国
語
研
究

所
、
一
九
七
九

国
立
国
語
研
究
所
、
 
一
九
八
一

『
方
言
文
法
全
国
地
図
』
5
2
図
、
国
立
国
語
研
究
所
、
一
九
八
九

『
日
本
方
言
大
辞
典
」
に
は
、
島
根
県
・
山
口
県
玖
珂
郡
と
あ
り
、

『
広
島
県
方
言
辞
典
』
に
は
大
竹
と
あ
る
。

『
日
本
文
学
研
究
」
第
二
十
五
号
、
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学

（ 163 ）



as） （14） （13） a2） （1D ao） （g） （8） 〈7） （6）

会
、
一
九
八
九

廣
戸
惇
著
、
風
間
書
房
、
一
九
六
五

藤
原
与
一
著
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四

豊
浦
郡
と
下
関
市
一
帯
を
主
分
布
域
と
す
る
事
象
を
三
関
事
象
と
す

る
。

『
方
言
文
法
全
国
地
図
』
1
6
図

「
山
口
県
日
本
海
沿
岸
島
喚
域
の
待
遇
表
現
法
」
、
 
『
日
本
文
学
研

究
」
第
十
二
号
、
一
九
七
六

『
日
本
言
語
地
図
』
、
国
立
国
語
研
究
所
編
、
一
九
六
七
～
一
九
七

五
『
山
口
福
岡
両
県
接
境
地
域
言
語
地
図
集
』
岡
野
信
子
編
、
梅
光
女
．

学
院
大
学
方
言
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
行
、
一
九
七
六

九
州
方
言
学
会
、
風
間
書
房
、
一
九
六
九

『
九
州
方
言
の
基
礎
的
研
究
』
の
共
同
研
究
者
に
く
ば
ら
れ
た
地
図

の
中
に
、
 
「
ア
リ
ョ
ル
」
の
図
も
あ
る
。
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
。

『
安
岡
浦
方
言
』
、
吉
村
次
郎
著
、
一
九
七
六

！
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